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【表紙写真】
私たちの身近にある「小さな
秋」。日常の中にある「小さな
○○」に目を向けてみれば、新
たな発見があるかも！ ぜひ、
皆さんも探してみてください。

「小さな親切」誌は、季刊発行
春号・5月、夏号・8月、秋号・11月、新春号・1月の予定です
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『小さな親切』誌では、下記のテーマの写真を募集。
お写真は本誌やWebサイトに掲載するほか表紙に使
用させていただく場合があります。採用された方には、
粗品をプレゼントいたします！
◦親切な風景
◦あなたの街の素敵な風景
◦あなたのほっとする場所

〈申込方法〉
◦お写真は紙焼きではなく、下記の方法でデータでお

送りください。
【メール添付】skm1963@kindness.jp
【DVDなどを郵送】
〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町2-20-4
公益社団法人「小さな親切」運動本部　写真募集係

〈注意事項など〉
◦写真のサイズ：（スマホの場合）800KB以上
　（デジタルカメラの場合）3,456×2,304ピクセル

以上
◦人物がうつっている場合は、肖像権の侵害がないよ

うご配慮ください。
◦他のコンテストなどへの応募作品はご遠慮ください。

とし7月8日の朝、奈良市で起きた安倍晋三元
首相に対する銃による狙撃事件。人の世には相

変わらず悲惨な事件、事故等が頻発し、心の痛みが減
ることがないが、かつて衆議院で自民党所属の議員と
して、安倍氏と共に働かせていただいた私にとって、
この事件が私に与えた衝撃は、人一倍のものだった。
公益社団法人の代表をつとめさせていただいている私
は、不偏不党というより以上の思いから、政治に関す
ることはこの欄でも、ごく限られた私的な事項に限ら
せていただいてきたが、今回はなにとぞお許しを……
とペンを取ることにした。
　それは近代政治の根幹をなすものが議会制民主主義
であり、その姿につながるものが公職選挙システムで
あるからだ。国・地方の議会や議員は選挙で当選して
きたものによって運営されるのが基本であり、今回の
事件が私たちに与えた教訓をかみしめたいと思う。

は衆議院議員選挙に、横浜を選挙区として8回
挑み、結果は当選6回、落選2回だった。初挑

戦はまだ中選挙区制下で、私は河野洋平さんたちが起
こした新党「新自由クラブ」の立党（昭和51年）を、毎
日新聞政治部の記者として先輩記者とともにスクープ
したのが縁で、その後政界入り。その当時は金権政治
腐敗が続き、私が初回の選挙で掲げたスローガンは「取
り戻せ！恥を知る心を」。
　地元の農家の三男坊として生まれた私は、いわゆる＂三バン（地
盤、看板、カバン＝資金力）＂はいわばゼロ。しかし、単純な性格
から「有権者の10人に1人を納得させれば当選は可能」と自らに言
い聞かせ、戦いに挑んだものだった。
　新党ゆえに地盤はなく、一人で始めた選挙運動は、やがて若者や
主婦の方々の応援を得られるようになり、それぞれ＂ハッピー連＂

＂つねちゃんズ＂という名のもとに支援者が拡大。組織として応援、
支援してくださるものはゼロからのスタートだった。横浜の北部か
らは衆議院議員が生まれたことはなく、＂無冠の帝王＂といわれて
いた新聞記者が政界に転身できたのは、生まれ故郷の人々の熱いお
力添えのお陰だった。

の度の事件で表面化したのは、選挙というものの怖さ。候
補者はなにがなんでも一人でも多くの支持を得ようと思う

し、そう行動する。言い方は悪いが、「勝つためにはなんでもする」。
一方、組織の側には「自分たちのためになるなら、なんでもする」。
こうした両方の思惑が結びつけば、＂当選＂が目に見えてくる。
　今度の事件で表面化した宗教団体「旧統一教会」と、自民党や一
部野党らとの関係は、いわば「自らのため」の秘策の露呈。「世のた
め、ひと（他人）のため」ともいうべき宗教や政治の理想が、選挙と
いう民主主義の原点であるべきものによって破壊されかねないこと
を、今回の事件は象徴しているように思えてならない。
　とはいえ、未来のためにあきらめは禁物。「より良い社会」のた
めにご尽力いただいている皆さまを見習って、私ももうひとふんば
りいたします。
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表紙になるかも？
あなたの写真で全国に温もりを
届けてみませんか
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　カンボジアから、「親切な女性に『小さな親切』実
行章を贈りたい」と推薦メールが届きました。送り
主は、「小さな親切」運動特任推進委員の長谷川清一
さん（沖縄県・70歳）。５年ほど前から王立プノン
ペン大学の間
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和彦客員講師と一緒に、カンボジ
アで教育支援、障がい者支援の活動を続けています。
　PPCIL（プノンペン自立生活センター）の支援活動
で長谷川さんが出会ったのが、ソク・チャンリザさ
ん（41歳・愛称リザさん）。同センターは、家の外
に出たくても出られない障がいをもつ人たちの社会
参加を目指し、自立生活のための訓練や授産事業を
行っています。同センターの代表は、日本で研修を
受けたサミスさんで、十数名のスタッフの多くが障
がいをもっています。残念なことに、カンボジアで
は障がいをもつ人への差別や偏見が強く、サポート
をしようという気持ちを持つ人も少ないのが現状。
障がいをもつ人は、家族以外の健常者に接する機会
がほとんどありません。
　その中にあって、リザさんは支援者であると同時
に友達として、一緒に買い物に行ったり、レストラ

ンで食事やカラオケを楽
しんだりしています。味
わったことのない日常生
活は、みんなの生きる喜
びに。
　実行章贈呈式は、同セ
ンターから10名ほどの
皆さんが参加。リザさん
のご主人もお祝いに駆け
つけ、中華系レストランで行われました。リザさん
の名前が記載された日本語の賞状を贈呈すると、大
きな拍手が沸き起こりました。
　「ただ友達として遊んでいるだけなのに、こんな
に立派な賞を日本からもらえて光栄です」と語るリ
ザさん。心に壁をつくらないのは、＂友達＂という意
識にあるようです。
　次回カンボジアに来たときはぜひ我が家へと、リ
ザさんのご主人に招待を受けた長谷川さん。新たな
出会いを通じて、長谷川さんのカンボジア支援活動
も広がりそうです。

みんな友達
―カンボジアの親切さんに実行章を贈呈―

賞状を手にするリザさんと推薦者の
長谷川さん（左）

リザさん（中央）は定期的に孤児院も
訪問。子どもたちとも＂友達＂に。


